
令和６年度医学部医学科卒業証書・学位記授与式を執り行いました 

 

令和７年３月２５日（火）、長崎大学医学部記念講堂にて、令和６年度医学部医学科

卒業証書・学位記授与式が執り行われ、１１８名の卒業生が新たな門出を迎えました。 

 

池松和哉医学部長からは、卒業生へ教員からの最後のメッセージとして「医師とし

ての第一歩を踏み出すにあたり、「倫理観を持つこと」と「理性を磨き続けること」そ

してその基本となる「広い教養を持つこと」を大切にしてほしい。皆さんがこれから

進む道が、多くの人々に希望を与えるものとなることを心から願っています。」とは

なむけの言葉が送られました。 

 

また、卒業生代表の林 和範さんは、「コロナ禍という困難の中で医師を志し努力し

た６年間を支えていただいた先生方や家族に感謝し、これからも研鑽を続け医師とし

ての道を邁進していきたい。」と答辞を述べました。 

 

さらに、ポンペ賞（学業優秀者）を林さん、尾﨑さん、天本さんの３名、ポンペス

ポーツ賞（競技会で優秀な成績を挙げた者）を西村さん、ポンペ国際学術賞（国際的

な学術活動を行い、その貢献度が高く評価される者）を川崎さんがそれぞれ受賞され

ました。 

 

長崎大学医学部医学科は、医療人になるための一歩を踏み出された卒業生の皆様の

門出をお祝いし、今後のご活躍とご健勝を心より祈念いたします。 

 






